
授業計画

第１回　授業計画の説明
第２回　生き物生息場所の支配因子について　　　　　　　　
第３回　超微生息場所の成り立ちと特徴について　　　　　　
第４回　微生息場所の成り立ちと特徴について　　　　　　　
第５回　生息場所（ビオトープ）の成り立ちと特徴について　
第６回　ワンド，干潟，湿地，里山に生息する生き物の生態　
第７回　回遊魚、鳥類の生活史とﾋﾞｵﾄｰﾌﾟｼｽﾃﾑの成り立ち　　 
第８回　流域的視点から見た生き物生息空間の特徴と広がり　
第９回　ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟﾈｯﾄﾜｰｸの成り立ちと特徴
第１０回　生態コリドーの重要性
第１１回　野生生物との共生（１）（ニホンザル）
第１２回　野生生物との共生（２）（クマ類）
第１３回　野生生物との共生（３）（シカ類）
第１４回　生き物生息空間の階層性について
第１５回　ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟﾈｯﾄﾜｰｸ構築による共生のあり方

修得度に応じて定期試験もしくはレポート作成により評価する。理解度が低いと判断された場合は、随時、
小テスト（不定期）を実施し理解度を高める。

評価方法

なしテキスト

授業の到達目標

　生き物の生息空間への理解を深め、生き物と共存する地域社会づくりの基礎を学ぶことを目的として、森林、
草地、水田、緑地等、に形成される生き物生息空間の空間構造、生息種、空間的広がり等を身近な実例を
交えて解説し、生物生息空間の成り立ち、およびその階層構造について理解を深める。また、キャンパス周辺での
生き物生息空間への現地観察も行い、教育効果をよりいっそう高める。

授業概要

　生き物生息空間を空間スケールに応じて区分し、それぞれが形成する空間構造、対象となる生き物、空間的
広がり等を身近な実例を交えて解説し、生物生息空間の成り立ち、およびその階層構造と時空間スケールにつ
いて理解を深める。
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